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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第49期
第３四半期
連結累計期間

第50期
第３四半期
連結累計期間

第49期

会計期間
自 平成27年11月１日
至 平成28年７月31日

自　平成28年11月１日
至　平成29年７月31日

自　平成27年11月１日
至　平成28年10月31日

売上高 (千円) 2,165,078 1,868,994 2,866,513

経常利益 (千円) 166,672 44,990 239,874

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(千円) 99,160 31,111 143,197

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 99,160 31,111 143,197

純資産額 (千円) 1,605,463 1,880,447 1,649,500

総資産額 (千円) 2,982,051 3,134,284 3,022,629

１株当たり四半期
（当期）純利益金額

(円) 77.77 22.10 112.31

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

(円) ― － －

自己資本比率 (％) 53.8 60.0 54.6
 

　

回次
第49期
第３四半期
連結会計期間

第50期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年５月１日
至 平成28年７月31日

自　平成29年５月１日
至　平成29年７月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 22.66 8.62
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．当社は、平成28年７月21日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行いましたが、第49期の期首に

当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府の経済政策等により企業業績や雇用環境の改善傾向が

続き、緩やかな回復基調となりました。しかし、米国新政権の政策や欧州の政治リスク、北朝鮮問題等依然として

先行きが不透明な状況が続いております。

当社の主力事業の美容サロン業界においては、７月以降の夏場に入り大手サロンを中心に売上の回復基調が見ら

れます。（総務省７月家計調査）

このような状況のもと、当社グループ業績は、平成29年５月31日に発表した業績の見通し通り進捗しておりま

す。特に、主力となる美容サロン向けＩＣＴ事業は上半期より進めてきた各種販売促進策の効果により、大型案件

を中心に受注が大きく回復してきています。先行指標である当第３四半期末での受注残額は、期首に比して約1.7倍

になっております。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高1,868,994千円（前年同四半期比

13.7％の減少）、営業利益64,127千円（前年同四半期比56.2％の減少）、経常利益44,990千円（前年同四半期比

73.0％の減少）、親会社株主に帰属する四半期純利益31,111千円（前年同四半期比68.6％の減少）となりました。

セグメント別の業績は、以下のとおりであります。なお、セグメント利益は、営業利益に基づいております。

 

① 美容サロン向けＩＣＴ事業

美容サロン向けＩＣＴ事業は、第３四半期に入り滞っていた大口買替案件が順調に受注となり、前期より進め

てきた複数の戦略的販売アライアンスの推進効果により、他社ユーザーからの新規大型案件の受注も増加してお

ります。

上半期に苦戦気味だった九州地区も新しい販売パートナー作りなど、各種のテコ入れにより新規受注案件が増

加してきています。また、販売パートナー候補となる美容ディーラー向け販売管理システム（i-SCAP/EX）もＷＥ

Ｂネットワーク系システムの強化により、当初の予想以上の受注成果を挙げております。なお、納品・売上に関

しては、早期導入の顧客要望に対応すべく、他のソフトウエア会社とのアライアンス（外注）も含め、ソフトカ

スタマイズ対応やキッティング・セットアップに全力を挙げて対応しております。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間におきましては、売上高は1,051,263千円（前年同四半期比14.7％の減

少）、セグメント利益は3,774千円（前年同四半期比95.9％の減少）となりました。

 

② 中小企業向けビジネスサービス事業　

中小企業向けビジネスサービス事業では、不採算事業の撤退により売上規模は縮小したものの、黒字化に転

じ、利益は前期より大幅増となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間におきましては、売上高は267,731千円（前年同四半期比29.9％の減

少）、セグメント利益は6,458千円（前年同四半期は29,441千円の損失）となりました。
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③ 介護サービス事業

介護サービス事業では、介護付き有料老人ホームを３施設（栃木県佐野市、群馬県館林市、長野県小諸市）を

運営しております。特に、各施設の入居率向上に取り組んだ結果、第３四半期累計期間の平均稼働率が92％超ま

で回復し、安定収益の確保に努めておりますが、施設の光熱費や看護師等の人員配置に係る費用が増加しまし

た。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間におきましては、売上高は534,924千円（前年同四半期比0.3％の減

少）、セグメント利益は42,450千円（前年同四半期比41.5％の減少）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における財政状態は、以下のとおりであります。

(流動資産)

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べ123,186千円増加し、1,531,817千円

となりました。これは主として、現金及び預金の増加111,757千円、繰延税金資産の減少12,367千円、商品の減少

5,286千円、売掛金の減少4,935千円によるものであります。

 

(固定資産)

当第３四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末に比べ11,531千円減少し、1,602,467千円と

なりました。これは主として、建物及び構築物の減価償却累計額の増加25,207千円、繰延税金資産の増加13,516千

円によるものであります。

 

(流動負債)

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べ90,823千円減少し、363,715千円とな

りました。これは主として、未払費用の減少76,218千円、未払法人税等の減少63,505千円、賞与引当金の増加

31,710千円によるものであります。

 

(固定負債)

当第３四半期連結会計期間末における固定負債は、前連結会計年度末に比べ28,467千円減少し、890,122千円とな

りました。これは主として、長期借入金の減少56,394千円、退職給付に係る負債の増加11,842千円によるものであ

ります。

 

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ230,946千円増加し、1,880,447千円と

なりました。これは主として、新規上場に伴う自己株式の処分による資本剰余金の増加133,960千円、自己株式の減

少85,000千円によるものであります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更は

ありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 5,200,000

計 5,200,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年７月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年９月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,820,000 1,820,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株でありま
す。

計 1,820,000 1,820,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年５月１日～
平成29年７月31日

― 1,820,000 ― 200,000 ― 143,198
 

 

(6) 【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成29年４月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成29年７月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

375,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

1,442,800
14,428 ―

単元未満株式
普通株式

2,200
― ―

発行済株式総数 1,820,000 ― ―

総株主の議決権 ― 14,428 ―
 

(注) 「単元未満株式」の中には、自己株式が次のとおり含まれております。

　自己株式　24株

 

② 【自己株式等】

    平成29年７月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社
ティビィシィ・スキヤツト

栃木県小山市城東
　　　一丁目６番33号

375,000 ― 375,000 20.6

計 ― 375,000 ― 375,000 20.6
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

　

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成29年５月１日から平成

29年７月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年11月１日から平成29年７月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年７月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,101,646 1,213,404

  売掛金 221,155 216,220

  商品 24,722 19,435

  仕掛品 7,236 2,248

  繰延税金資産 31,926 19,559

  その他 22,283 61,267

  貸倒引当金 △340 △318

  流動資産合計 1,408,630 1,531,817

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 1,831,626 1,849,555

    減価償却累計額 △904,268 △929,476

    建物及び構築物（純額） 927,357 920,078

   土地 342,737 342,737

   その他 146,405 152,379

    減価償却累計額 △123,304 △125,378

    その他（純額） 23,101 27,001

   有形固定資産合計 1,293,196 1,289,817

  無形固定資産   

   ソフトウエア 148,357 141,176

   その他 29,996 15,729

   無形固定資産合計 178,354 156,905

  投資その他の資産   

   繰延税金資産 88,554 102,070

   その他 71,370 70,962

   貸倒引当金 △17,476 △17,288

   投資その他の資産合計 142,448 155,744

  固定資産合計 1,613,998 1,602,467

 資産合計 3,022,629 3,134,284
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年７月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 61,852 53,909

  1年内返済予定の長期借入金 75,192 75,192

  未払費用 181,500 105,282

  賞与引当金 － 31,710

  未払法人税等 65,610 2,105

  その他 70,382 95,516

  流動負債合計 454,538 363,715

 固定負債   

  長期借入金 530,371 473,977

  退職給付に係る負債 291,375 303,218

  役員退職慰労引当金 70,306 77,020

  その他 26,536 35,906

  固定負債合計 918,590 890,122

 負債合計 1,373,129 1,253,837

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 200,000 200,000

  資本剰余金 143,198 277,158

  利益剰余金 1,578,813 1,590,800

  自己株式 △272,512 △187,512

  株主資本合計 1,649,500 1,880,447

 純資産合計 1,649,500 1,880,447

負債純資産合計 3,022,629 3,134,284
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年11月１日
　至 平成28年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年11月１日
　至 平成29年７月31日)

売上高 2,165,078 1,868,994

売上原価 1,343,420 1,133,680

売上総利益 821,657 735,313

販売費及び一般管理費 675,113 671,186

営業利益 146,544 64,127

営業外収益   

 受取利息 76 6

 受取配当金 10 6

 保険解約返戻金 22,125 70

 施設利用料 1,319 1,468

 その他 1,215 1,896

 営業外収益合計 24,747 3,448

営業外費用   

 支払利息 4,515 3,965

 支払手数料 － 17,997

 その他 104 622

 営業外費用合計 4,619 22,585

経常利益 166,672 44,990

特別損失   

 減損損失 － 576

 固定資産除却損 432 0

 特別損失合計 432 576

税金等調整前四半期純利益 166,239 44,414

法人税、住民税及び事業税 53,075 14,450

法人税等調整額 14,003 △1,148

法人税等合計 67,079 13,302

四半期純利益 99,160 31,111

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 99,160 31,111
 

 

EDINET提出書類

株式会社ティビィシィ・スキヤツト(E32814)

四半期報告書

10/17



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年11月１日
　至 平成28年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年11月１日
　至 平成29年７月31日)

四半期純利益 99,160 31,111

四半期包括利益 99,160 31,111

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 99,160 31,111
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【注記事項】

(追加情報)

　(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年11月１日
至 平成28年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年11月１日
至 平成29年７月31日)

減価償却費 102,062千円 108,439千円
 

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成27年11月１日 至 平成28年７月31日)

１. 配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年１月28日
　定時株主総会

普通株式 12,749 40 平成27年10月31日 平成28年１月29日 利益剰余金
 

 

２. 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　　　　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自　平成28年11月１日　至　平成29年７月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年１月30日
定時株主総会

普通株式 19,124 15 平成28年10月31日 平成29年１月31日 利益剰余金
 

(注) 平成28年７月21日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 
３．株主資本の著しい変動

　当社は、平成28年12月26日を払込期日とする公募による自己株式140,000株の処分を行いました。また、平成29

年１月20日を払込期日とするオーバーアロットメント方式による売り出しに伴う自己株式30,000株の処分を行っ

たことにより、当第３四半期連結累計期間において資本剰余金が133,960千円増加し、自己株式が85,000千円減少

いたしました。

　この結果、当第３四半期連結会計期間末において資本剰余金が277,158千円、自己株式が187,512千円となって

おります。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成27年11月１日 至 平成28年７月31日)

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
（注）

合計
美容サロン向け

ＩＣＴ事業

中小企業向け

ビジネス

サービス事業

介護サービス

事業
計

売上高       

  外部顧客への売上高 1,231,775 382,109 536,556 2,150,442 14,636 2,165,078

 セグメント間の内部売上高
　又は振替高

－ － － － 2,520 2,520

計 1,231,775 382,109 536,556 2,150,442 17,156 2,167,598

セグメント利益又は損失(△) 92,998 △29,441 72,599 136,156 10,368 146,524
 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおります。

 

２. 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 136,156

「その他」の区分の利益 10,368

セグメント間取引消去 20

四半期連結損益計算書の営業利益 146,544
 

 

　３. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成28年11月１日 至 平成29年７月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

その他
（注）

合計
美容サロン向け

ＩＣＴ事業

中小企業向け

ビジネス

サービス事業

介護サービス

事業
計

売上高       

 外部顧客への売上高 1,051,263 267,277 534,924 1,853,466 15,528 1,868,994

 セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ 453 － 453 2,520 2,973

計 1,051,263 267,731 534,924 1,853,919 18,048 1,871,967

セグメント利益 3,774 6,458 42,450 52,683 11,417 64,101
 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおります。

 

２． 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)
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利益 金額

報告セグメント計 52,683

「その他」の区分の利益 11,417

セグメント間取引消去 26

四半期連結損益計算書の営業利益 64,127
 

 

　３. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　　報告セグメントに帰属しない電話加入権の減損損失を計上しております。

　　なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間において576千円であります。　

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年11月１日
至 平成28年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年11月１日
至　平成29年７月31日)

１株当たり四半期純利益金額 77円77銭 22円10銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 99,160 31,111

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

99,160 31,111

普通株式の期中平均株式数(株) 1,274,976 1,407,980
 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため、記載しておりま

せん。

２．当社は平成28年７月21日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っておりますが、前連結会計年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年９月８日

株式会社ティビィシィ・スキヤツト

取締役会  御中

　

太陽有限責任監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   新   井   達   哉   ㊞

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   秋   田   秀   樹   ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ティ

ビィシィ・スキヤツトの平成28年11月１日から平成29年10月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成29

年５月１日から平成29年７月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年11月１日から平成29年７月31日まで)に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注

記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ティビィシィ・スキヤツト及び連結子会社の平成29年７

月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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